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若草４丁目町内会会則

第１条 （名称）

本会は若草4丁目町内会（以下本会という）と称する。

第２条 （目的）

本会は、会員相互の親睦を図り、明るく住みよい街づくりを目指し、環境の向上に努め、

福祉の増進に協力しあい、豊かなコミュニティを作りあげていくことを目的とする。

第３条 （構成）

１. 本会は、町内全住民を会員として構成する。

２. 会員が、総会の議決等、本会の権利義務を行使する場合は、１戸につき１票の議決権を

有するものとする。

第４条 （活動）

本会は、第２条の目的を達成するため、次の掲げる活動を行う。

（１） 町内のふれあい、親睦に関すること。

（２） 防災に関すること。

（３）   交通安全、防犯に関すること。

（４）   福祉活動に関すること。

（５）   青少年の健全育成と非行防止に関すること。

（６） 人権教育と啓発に関すること。

（７）   体育、健康に関する事。

（８）  町内の環境整備と衛生に関すること。

（９） 町並みの保存に関すること。

（１０） 集会所の日常管理に関すること。

（１１） 住民の慶弔に関すること。

（１２） その他町内会の目的を達成するために必要な事項に関すること。

第５条 （役員）

１．本会に次の役員をおく。

（１） 会長                       １名

（２） 副会長 兼町並み保存委員 兼ふれあい推進委員   １名

（３） 会計                        １名

（４）  交通防犯委員                      １名

（５） 体育振興委員                   １名

（６） 社会福祉委員                    １名

（７） 青少年育成委員                   １名

（８） 人権教育推進委員                  １名

（９）   環境美化委員                                        １名

（１０） 班長                                                ６名

（１１） 会計監査                      ２名

２． 会計監査以外の役員は兼務することができる。
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第６条 （役員の選出）

本会を構成する会員の中から、自由立候補又は輪番制から選出し、選出方法は細則に定める。

役員の任期は１年とし再任は妨げない。但し３年を限度とする。また途中交代の場合、

交代委員の選出・任期は必要に応じ当該役員会にて決める。

  （留意事項）

輪番制で選出する場合でも、健康に日常生活を営めている方の中から選考する配慮が必要である。

８０歳以上の高齢者、災害時避難要援護者、単身者、心身の健康に支障のある方、要介護者と

同居の方などは、役員選定の辞退を申し出ることができる。

また、入居１年以内の新入居者が、現役員の隣家に転入し、次年度役員に該当する場合は、その年の役

員はもう１年先の該当者を役員に選出し、新入居者は、その翌年（２年後）の役員に選出する。

輪番制の弊害を解消するために、引き継ぎ内容を文章化して活動内容を明確にする。

会長を選出に当たっては、その職務の内容に鑑み、７５歳以下の年齢制限をもうけ、年齢により辞退を

申し出ることができる。また、過去に会長を経験された方は、会長選定の辞退を申し出ることができる。

但し、上記を理由に会長を辞退された方は、副会長に就くこととする。

会長、副会長に選出予定者が二人共に、７５歳以上で会長経験者である場合は、双方話合いで会長を決

めることとする。

  会計監査は原則として前年度の会長および会計とする。

第７条 (役員の任務・役割)

役員の任務は次のとおりとし、その部門における町内会の代表として事業の遂行にあたる。

（１）会長

1. 本会を代表し会務を統括する。

2. 志津南学区まちづくり協議会理事の任につく。

3. 町内自主防災会会長の任につくとともに、ボランティア団体「ふれ愛隊」の運営管理を行う。

4. 草津市行政事務委託の町内会代表者の任につく。

5. 志津南学区まちづくり協議会自主防災委員会の委員の任につく。

6. 若草・岡本西地区協働活動委員会の委員の任につく。

（２）副会長

1. 会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。

2. 町並み保存委員（町内委員）を兼務する。

3. 志津南学区まちづくり協議会のふれあい推進委員を兼務する。

4. 町内自主防災会の副会長の任につく。

5. 志津南学区まちづくり協議会総会代議員の任につく。

（３）会計

1．会の会計事務を行う。

2．役員会の議事録を作成する。

3. 志津南学区まちづくり協議会総会代議員の任につく。

（４）交通防犯委員

1. 交通安全・防犯に関すること。

2. 志津南学区まちづくり協議会交通防犯委員会の委員の任につく。

3. 草津市地域安全指導員の任につく。

(５)社会福祉委員

1. 社会福祉に関すること。

2. 敬老関係の行事、及び共同募金や年末助け合い運動への協力。

3. 高齢者団体への協力。
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4. 志津南学区まちづくり協議会社会福祉協議会の委員の任につく。

（６）人権教育推進委員

1．人権教育の浸透と活性化に関すること。

2. 人権問題の啓発活動。

3. 町内学習懇談会の開催。

4. 志津南学区まちづくり協議会人権教育推進委員会の委員の任につく。

(7) 青少年育成委員

1. 青少年の健全育成を図るための各種活動。

2. 社会環境浄化を図るための各種活動。

3. こども１１０番の運営管理。

4. 「ふれあいパトロール」の運営管理

5. 子ども関係の事業への参画。（子ども会との連携）

6. 志津南学区まちづくり協議会青少年育成委員会の委員の任につく。

(8) 体育振興委員

1.  教養娯楽とレクレーションに関すること。

2.  会員の健康維持、増進に関すること。

3.  志津南学区まちづくり協議会体育振興委員会の委員の任につく。

4．若草・岡本西地区スポーツまつり実行委員会の委員の任につく。

(9) 環境美化委員

1.  環境衛生全般に関すること。

2.  ごみステーションの維持管理。

3.  道路公園の環境美化ならびに公園の維持管理に関すること。

4.  集会所の維持管理。

5.  志津南学区まちづくり協議会環境美化委員会の委員の任につく。

6．ボランティア団体「草刈り隊」の運営管理を行う。

(10) 班長

1.  班員を代表して班を統括し、班内の連絡協議を行う。

2.  町内自主防災会の班長の任につく。

(11) 会計監査

1. 町内会の会計を監査し総会にて報告する。

第８条 （顧問）

1. 本会は、顧問をおくことができる。

2.  顧問の委託は役員会の議決で行い、任期は役員に準じる。

3. 顧問は、会長の諮問役として、会長および役員会に意見を具申することができる。

第９条 （会議）

1.  本会に次の会議体を置く。

(１) 総会

(２) 役員会

第１０条（総会）

     1. 総会は、本会の最高議決機関として、次に掲げる事項を決議する。

(１) 活動の計画、報告及び運営に関すること。

(２) 予算および決算に関すること。

(３) 役員の選出に関すること。

(４) 会則の改廃に関すること。

(５) その他町内会の運営について重要な事項。
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2. 定時総会は年１回開催し、臨時総会は必要に応じて会長が召集する             

3. 総会は会員の過半数の出席(委任状を含む)によって成立し、議事は多数決によって決める。

可否同数の場合は議長がこれを決定する。

第１１条（役員会）

  1. 役員会は、次に掲げる事項を協議する。

(１) 第4条に規定する活動の執行に関すること。

(２) 総会に付議する事項に関すること。

2. 定例役員会は原則として隔月に1回開催するものとし、臨時役員会は必要に応じて会長が

召集する。

3. 役員会は、定数の三分の二以上の出席によって成立し、議事は多数決によってきめる。

可否同数の場合は会長がこれを決める。

第１２条（会計年度）

  本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

第１３条（経費、会費）

1.  本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入をもってこれに充てる。

2. 会費は、１戸あたり、年間４，８００円の会費の内訳は、次の通りとする。

(１) 町内会運営費                ３，１００円/年・戸

(２) まちづくり協議会会費              ５００円/年・戸

(３) 集会所維持費                ９００円/年・戸

(４) 若草・岡本西地区協働活動費         ３００円/年・戸

3.  会費は、毎年４月と１０月に居住する者から半年分を徴収するものとし、各半期中の転出者には、

  転出月の翌月分より、その半期の残り月数分を返金する。また、各半期中の新入居者は翌月より、

その半期の残り月数分を徴収する。

なお、必要ある場合は、臨時会費を徴収することができる。

第１４条（弔慰金）

会員が死亡したときは、下記の金額の弔慰金および供花金を贈る。

(１) 弔慰金        １０，０００円

(２) 供花金      １０，０００円

ただし、会費を２年以上納めていない場合は、贈らない。

第１５条（掲示板の維持管理）

1.  掲示板の維持管理は、町内会長の責任においておこなう。

2. 使用者は、町内会長に掲示の申請をし、掲示物に許可印を受ける。

3. 使用許可の制限。

(１) 政治、宗教、営利事業等に関するものは許可しない。

(２) 公の秩序または風紀を乱すおそれがあるものは許可しない。

4. 使用者の責務

(１) 掲示期間を明示する。

(２) 掲示期間経過後は、使用者の責任において掲示物を速やかに取り除く。

第１６条 （会則の改廃）

この会則の改廃は、総会で出席者の過半数をもって議決する。

第１７条（施行細則）

(１)この会則に定めるもののほか、必要な規定，施行細則事項は別に定める。

付則

この会則は 令和５年３月２５日から施行する。
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改正記録   平成１５年３月１６日    第５条を削除し第6条を繰り上げる。

        平成１７年３月２７日  自治連合会会則・各種団体の関係の整合性を整理、

会費の構成項目を明記。

        平成１８年３月２７日   若草地区町並み保存規則施行に伴う関係事項。

平成２０年３月１６日 各種団体役員就任関係を本則に整理記載。

平成２４年３月１７日    まちづくり協議会への移行に伴う変更。

平成２５年４月０６日   役員、弔慰金の部分改定。

平成２６年３月２３日   班長の任務・役割の追加。

                    役員の任期の明確化及び引継ぎ内容の文章を明記。(別紙)

                   町内会費内訳を明記。

平成２７年３月２８日      第５条の防災担当委員の削除。

第６条の役員選出の一部修正。

第７条の防災担当役員に関する条文の削除。

第１３条の町内会費内訳の変更。

平成２８年３月２６日  第７条（１）６、若草・岡本西地区協働委員会に変更。

第7条(１１)監事を会計監査に変更および任務内容の変更。

第１３条の町内会費の減額（内訳の変更）。

平成２９年２月２５日   第６条の役員選出の一部修正(会長・副会長)と選出方法は

               施行細則に定める。

             ８班編成から６班編成に変更。

平成３０年３月２４日  第７条（２）（３）（４）（１１）の内容変更

第１３条の町内会費の変更。

        平成３１年３月２３日   第１１条（役員会）２項改正

                     定例役員会は原則として隔月に１回開催するものとし、

                                           臨時役員会は必要に応じて会長が招集する。

        令和４年３月２６日    第１３条の町内会費内訳の変更。

                     第１４条(弔慰金)の一部変更。

        令和５年３月２５日    第６条役員の選出

                     第７条 役員の任務・役割

                     第１３条会費の変更

        令和６年３月２３日    第１４条を変更。贈らない条件を追加。

                     以上


